
平成２９年度 第１１回 ２月宇検村農業委員会定例総会議事録

※ 日 時 平成３０年 ２月２６日（月） 午前 ９時 から

※ 場 所 元気の出る館 ｢講座室｣

※ 出席した委員

１．渡委員 ２．坂井委員 ３．要委員 ４．春委員 ５．定岡委員

６．重野委員 ７．時田委員 ８．石原委員

※ 欠席した委員

無し

※ 出席した職員

宝村参事兼補佐、吉原主事補、推進員１名

議事日程

・開会の宣言 宇検村農業委員会事務局長 松元 五月 君

・会議の宣言 宇検村農業委員会会長 石原 将央 君

・日程第１ 議事録署名委員の指名 ２番 委員・７番 委員 を指名

・日程第２ 会期の決定 平成３０年 ２月２６日（月）の 1日間に決定

・日程第３ 諸般の報告

『奄美地区農業委員会連絡協議会会長･事務局長等会議及び優良農林水産祭シンポジウ

ム出席報告について』

○議 長 2月 20日(火)に奄美地区農業委員会連絡協議会会長･事務局長等

会議がありましたので出席しました。議題は連絡協議会の平成 29

年度の見込みと平成 30年度の予定でした。

午後からは優良農林水産祭シンポジウムがあり、宇検村から△

△校区が選ばれましたので出席しました。その後の懇親会にも出

席しました。 諸般の報告は以上です。

・日程第４ 協議事項 議案第９号『農地賃貸借の解約について』



○議 長 議案第９号を議題に供します。事務局より議案の提案理由の

朗読と説明をお願いします。

○事務局 はい、議案第９号の提案理由の朗読と説明をいたします。（資

料参照の上、説明）お手元の資料をご覧下さい。 申請者は□

□さんで、申請地は◎◎地区－－番地から－－番地までです。

資料でもおわかりの通り、いつでも農業を再開出来るような状

態に戻しておりますので、皆様のご審議の程よろしくお願いい

たします。

○議 長 ただ今の報告の通り、議案第９号についてこれより質疑に入

ります。 質疑はございませんか。

ここに使用した土は海からの泥だと聞いていますが、いかが

ですか。

○１ 番 請け負った業者が泥を盛ったと聞いています。今後もし所有

者がさとうきびなどを栽培しようとしても生育できる環境では

ないと思います。

○７ 番 業者に許可を出したのは□□さんです。もともと水はけが悪

い農地だったので、土地を上げるために土を盛ったようです。

しかしその後この場所に作物が植えられず整地しただけの状態

ですので、農業が出来るような土ではないですね。

○議 長 ここの所有者は海の泥が使用されている事を了解しています

かね。

○１ 番 いつでも農業を再開出来るきれいな状態にしてから返却した

方が良いと思いますが。

○事務局 そうですね、賃貸借の解約条件は農業再開がいつでも可能な

状態にして返す事ですので、すぐに農業が再開出来ないなら泥

を撤去するまでが解約条件となるでしょう。

○７ 番 もともと水はけが悪いから土を盛ったようですね。その土が

農業に適さなかったために現在の状態になっています。



○議 長 この土は川砂と泥ですかね。

○７ 番 川砂と思って入れたら塩を含んだ泥だったようですね。ただ

この泥を撤去してしまうとまた水が溜まりやすい状態に戻って

しまいますので、更に土を盛った方が良いかと考えます。

○議 長 現状の水はけはそれ程悪くないですが、作物が育つ土地では

ないですね。直ちにこの土を撤去してもらうのか、更に堆肥な

どを含んだ土を盛ってもらうのか、皆さんはいかがお考えにな

りますか。

ただ、元々この辺りの土地が低いので、ここで農業したいと

考えるなら土地自体を上げるようにしないと駄目ですね。

○事務局 大量の土が盛られていますのですぐに撤去する事は困難でし

ょう。更に土を盛ってもらうかの判断はこの案件を持ち帰りま

して、申請者含め各行政とも相談してみます。

また現状の土の成分なども調べ、どのように改善していけば

良いのか検討したいです。

○７ 番 賃貸人の意見も聞きながら進めていった方が良いと思いま

す。

○事務局 そうですね。所有者の合意の元に土を盛ったならば、また話

が少し変わってきますので、それも確認してみます。

○議 長 では、この議案はいったん保留という形にし、所有者、□□

さん両者の確認も取ってから再度来月の議会で供しましょう。

・日程第５ その他 『事務局よりの連絡・報告等』

･鹿児島の｢貸したい｣｢借りたい｣総点検について

･農地中間管理機構の転貸について

○議 長 他にございませんか。 無いようですので本日の日程は全



部、終了しました。

これをもって平成３０年度第１１回２月宇検村農業委員会

定例総会を閉会します。 お疲れ様でした。


